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１．まえがき 

LSI（Large Scale Integration）とは、半導

体集積回路のことである。データを計算、処理、

記憶する半導体電子デバイスで、われわれの日常

生活に深くかかわっている。OA 機器、家電製品、

台所用品にいたるまで、LSIは深く浸透し、われわ

れの日常生活に欠かせない必需品である。LSIは、

ありとあらえる分野で大きな変革をもたらしてき

た。今回は、μPや DSPの中核となる機能である

加算回路をフルカスタム設計で行った。加算機能

を用いると、減算、累算など、ほかの演算処理も

できる。設計のポイントは、回路規模、消費電力、

演算速度である。 

   

２、研究課題                 
１６ｂｉｔＡｄｄｅｒを設計し、演算速度性能

と回路面積を競う。実際にチップをフルカスタム

で設計して試作する。多くの計算アルゴリズムと

回路構成を検討し、最適な設計を行う。 

             

３、研究方法                 

１、アルゴリズム、回路検討を行う。        

２、回路設計・シミュレーションを行う。     

３、シミュレーション結果から、自分が設計す

る回路を選択する。              

４、レイアウト設計を行う。            

５、設計規則チェック。（ＤＲＣ）         

６、ＬＶＳ  

７、設計データをＶＤＥＣへ提出 

 

ＳＰＩＣＥシミュレーションに時間を重点的に

かけた。PMOS、NMOSのサイズを決めるから回路

の大きさや速度にかかわってくるからである。ト

ランジスタを最適化して、サイズを決めた。 

 

 

＊自分がシミュレーションを行ったアルゴリズム 

１、リップルキャリー型全加算器 

２、マンチェスター型全加算器 

３、マンチェスター改良型 

４、キャリーセレクト型全加算器 

５、キャリーバイパス型全加算器 

６、キャリールックアヘッド型全加算器 

 

４、実験と考察 

ＳＰＩＣＥシミュレーションの結果で、キャリー

セレクト型全加算器は２．２ｎｓで動作した。よ

って、キャリーセレクト型を選択した。回路は速

度重視で選んだ。面積は、レイアウト設計で自分

なりに工夫すれば、小さくなると思ったからであ

る。 

 

５、まとめと今後の課題 

フルカスタム設計をやってみて、むずかし

さとおもしろさを知った。もっとトランジスタの

サイズの最適化を行う時間があれば良かったと思

う。もしかするともう少し速くなるかもしれない

とは、思う。 レイアウト設計でも、もっとうま

くすれば、回路面積が小さくなったかもしれない。

６月にチップになってかえってきて、シュミレー

ション通りに動作するか楽しみである。 
 
参考文献 
ＣＭＯＳ集積回路 榎本忠儀（著）培風館 

 


